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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成26年5月8日(2014.5.8)

【公表番号】特表2013-524780(P2013-524780A)
【公表日】平成25年6月20日(2013.6.20)
【年通号数】公開・登録公報2013-032
【出願番号】特願2013-500217(P2013-500217)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   5/10     (2006.01)
   Ａ０１Ｋ  67/027    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  35/76     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  48/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/16     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ  15/00    ＺＮＡＡ
   Ｃ１２Ｎ   5/00    １０２　
   Ａ０１Ｋ  67/027   　　　　
   Ａ６１Ｋ  35/76    　　　　
   Ａ６１Ｋ  48/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/16    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成26年3月17日(2014.3.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
細胞膜上に発現される光活性化タンパク質を含む動物細胞であって、前記タンパク質は、
ａ）配列番号：３、配列番号：１、配列番号：２、または配列番号：４に示される配列と
少なくとも９５％同一であるコアアミノ酸配列、及び、
ｂ）小胞体（ＥＲ）移行シグナルとを含む、動物細胞。
【請求項２】
前記光活性化タンパク質は、Ｎ末端からＣ末端にかけて、
ｉ）前記コアアミノ酸配列、前記ＥＲ移行シグナル、および膜輸送シグナル、または
ｉｉ）前記コアアミノ酸配列、膜輸送シグナル、および前記ＥＲ移行シグナル、を含む、
請求項１に記載の動物細胞。
【請求項３】
前記膜輸送シグナルは、アミノ酸配列ＫＳＲＩＴＳＥＧＥＹＩＰＬＤＱＩＤＩＮＶを含む
、請求項２に記載の動物細胞。
【請求項４】
前記ＥＲ移行シグナルは、アミノ酸配列ＦＣＥＹＥＮＥＶを含む、請求項１から３の何れ
か一項に記載の動物細胞。
【請求項５】
前記動物細胞は、神経細胞、筋細胞、または幹細胞である、請求項１から４のいずれか１
項に記載の動物細胞。
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【請求項６】
前記細胞膜上に発現される第２の光活性化タンパク質をさらに含む、請求項１から５のい
ずれか１項に記載の動物細胞。
【請求項７】
前記第２の光活性化タンパク質は、前記細胞が光で照射されるとき、前記細胞中で脱分極
電流を媒介することができるタンパク質である、請求項６に記載の動物細胞。
【請求項８】
前記第２の光活性化タンパク質は、ＶＣｈＲ１、ＤＣｈＲ、ＳＦＯ、およびＣｈＲ２から
なる群から選択される、請求項６に記載の動物細胞。
【請求項９】
請求項１から８のいずれか１項に記載の細胞を含む、細胞集団。
【請求項１０】
ａ）配列番号：３、配列番号：１、配列番号：２、または配列番号：４に示される配列と
少なくとも９５％同一であるコアアミノ酸配列と、
ｂ）小胞体（ＥＲ）移行シグナルとを含むタンパク質をコードするポリヌクレオチド。
【請求項１１】
前記光活性化タンパク質をコードするヌクレオチド配列は、プロモータ、任意に、ＣａＭ
ＫＩＩａプロモータ、またはシナプシンＩプロモータに操作可能に連結される、請求項１
０に記載のポリヌクレオチド。
【請求項１２】
前記ポリヌクレオチドは、発現ベクター中、任意に、ウイルスベクター中にある、請求項
１０に記載のポリヌクレオチド。
【請求項１３】
前記ウイルスベクターは、アデノ随伴ウイルスベクター、レトロウイルスベクター、アデ
ノウイルスベクター、単純ヘルペスウイルスベクター、またはレンチウイルスベクターで
ある、請求項１２に記載のポリヌクレオチド。
【請求項１４】
光により前記光活性化タンパク質を活性化することを含む、請求項１から５のいずれか１
項に記載の細胞またはその集団の使用方法。
【請求項１５】
前記光活性化タンパク質は、配列番号３に記載のアミノ酸配列と少なくとも９５％のアミ
ノ酸配列同一性を有するアミノ酸配列を含み、前記光は５８０～６３０ｎｍの波長を有す
る、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
前記光活性化タンパク質をそれぞれの波長で活性化することを含む、請求項６から８のい
ずれか１項に記載の細胞またはその集団の使用方法。
【請求項１７】
請求項１から８のいずれか１項に記載の細胞を含む、非ヒト動物。
【請求項１８】
疾患の治療に使用される、請求項１０から１３のいずれか一項に記載のポリヌクレオチド
。
【請求項１９】
ａ）配列番号：３、配列番号：１、配列番号：２、または配列番号：４に示される配列と
少なくとも９５％同一であるコアアミノ酸配列、及び、
ｂ）小胞体（ＥＲ）移行シグナルを含む、光活性化タンパク質。
【請求項２０】
前記光活性化タンパク質が、Ｎ末端からＣ末端にかけて、
ｉ）前記コアアミノ酸配列、前記ＥＲ移行シグナル、および膜輸送シグナル、または
ｉｉ）前記コアアミノ酸配列、膜輸送シグナル、および前記ＥＲ移行シグナル、を含む、
請求項１９に記載の光活性化タンパク質。
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【請求項２１】
前記ＥＲ移行シグナルはアミノ酸配列ＦＣＥＹＥＮＥＶを含み、及び／又は、前記膜輸送
シグナルはアミノ酸配列ＫＳＲＩＴＳＥＧＥＹＩＰＬＤＱＩＤＩＮＶを含む、請求項２０
に記載の光活性化タンパク質。
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